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「
 

『対話的な学び』を具現する授業デザイン例
 
」について

 

  

令和６年度の相双教育アピールのキャッチフレーズは、「未来を拓く教育を 相双から」です。 

  令和５年度までの新しい学びのかたちの実現に向けた取組を継承しつつも、今後は日々の学びを通して、

子どもたちが自ら課題を見つけ、自ら学び、自ら考え、自ら判断して行動し、よりよい社会や人生を切り拓い

ていくことを目指していくことが必要であると考え、キャッチフレーズを決定しています。 

  そこで令和６年度は、「主体的・対話的で深い学び」の視点からの授業改善に向けて、特に「対話的な学

び」に焦点を当て、授業展開の一例などを示した「『対話的な学び』を具現する授業デザイン例」を作成しま

した。相双教育アピールとともに、日々の授業づくり及び校内研修等にご活用ください。 

 

  「対話的な学び」を具現する授業デザイン例（各教科） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年度は、以下の８つの授業

デザイン例を作成しました。 

 

・国語(中学校３学年)  

・算数(小学校６学年) 

・理科(小学校４学年) 

・生活(小学校１学年) 

・図画工作(小学校１・２学年)  

・体育(小学校５・６学年) 

・外国語〔英語〕(小学校５学年) 

・特別の教科道徳(中学校３学年) 
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「対話的な学び」を充実させていくた

めにも、教師の仕掛けが重要になりま

す。「POINT 01」では、本時において教師

がどのような仕掛け（授業展開、関わ

り、ツール、学習形態など）を仕組んで

いるのか解説しています。 

令和６年度相双教育アピール(授業づく

り編)に掲載されている「主体的・対話的で

深い学びの実現に向けた『授業者』の視点

（A～U）」を踏まえて、授業デザイン例を

作成しています。 

「POINT 03」では「対話的な学び」を通して、集団や個人の

学びがどのように深まっていったのかについて記載していま

す。 

「外国語」「特別の教科道徳」「算数」の授業デザイン例では、

児童生徒の「対話的な学び」の様子を、QRコードを読み込むこ

とで授業の一部を視聴することが可能です。ぜひご覧くださ

い。 

「POINT 02」においては、授業

での児童生徒の対話的な学び

の様子を、「対話形式」にて記

載しています。 



 


